
 

令和５年 12月 25日 

 

臨床研究に関する情報公開および研究協力のお願い 

 

当院では下記の臨床研究を実施しています。こうした研究では、対象となる方に関して既に存

在する試料や情報、あるいは 今後の情報や記録などを調査しますが、対象となる方にとって新

たな負担や制限が加わることは一切ありません。このような研究では、国が定めた倫理指針に基

づき、対象となる方お一人ずつから直接同意を得るかわりに、研究の目的を含む研究の実施につ

いての情報を公開することが必要とされています。 

ご自身の情報を研究に使用してほしくないという場合や研究に関するお問い合わせなどがあ

る場合は、以下の「問い合わせ窓口」へご照会ください。研究への参加を希望されない場合、対

象から除外いたしますので 2024年 10月 31日までに下記問い合わせ窓口までご連絡ください。  

なお、研究成果は学会や雑誌等で発表されますが、個人を識別できる情報は削除し、公表しま

せん。また研究不参加を申し出られた場合でも、なんら不利益を受けることはありませんのでご

安心ください。 

 

【研究課題名】 高齢心不全患者の退院時 ADLと生命予後に関連する因子の検討。 

 

【研究期間】  情報取得期間：2021年４月１日から 2023年 3月 31日まで 

情報収集期間：2023年 12月 25日から 2024年 10月 31日まで 

 

【研究の意義・目的】 

高齢心不全患者においては、生命予後のみならず入院加療における ADL、QOL、認知機能の低下などが

近年問題視されているi。本邦の高齢心不全患者を対象とした入院時 ADLと生命予後との関連の報告も

散見されるがii、地域差も想定され、一定した見解はない。 

そこで、静岡市立清水病院（以下、当院）にて入院加療を要した高齢心不全の入院時の各種データと 

心不全の病態や生存予後、ADL、認知機能、栄養状態、フレイル等との関係を明らかにすることを目的

として、本研究を行う。 

 

【対象となる方】 

2021 年 4 月から 2023 年 3 月までに当院に心不全の急性期治療のため、入院を要した 75 歳以上

の患者。 

目標症例数：約 200例 

 

【提供する診療情報】 

本邦の心不全の入院患者は増加しており、高齢化は進行しているiii。 

高齢心不全患者は ADL、認知機能、栄養状態などのばらつきが大きく、画一的な治療が難しい。また、

心不全が改善しても、入院中に ADLが低下し、入院前と同等の日常生活を維持できなくなることが、 

現在の臨床で大きな問題となっていることを実感している。高齢心不全の入院実態の詳細な評価を行 



 

うことで、退院時に ADLが低下するリスクが高い群を推測することができる可能性がある。高齢心  

不全に対して、ADLを維持するためのより良い治療提供の確立に、貢献できる可能性がある。 

 

【診療情報の提供先および提供方法】本研究は診療情報を用いる研究であるため、「人を対象と

する生命科学・医学系研究に関する倫理指針」の「インフォームド・コンセントを受けない場合

において当該研究の実施について研究対象者等が容易に知りうる状態に置くべき事項」に従い、

公開と研究対象患者に参加拒否の機会を与えるため、オプトアウトについての資料を提示し、参

加拒否の申し込みがあった患者さんのデータは使用しません。 

 

【問い合わせ先】 

 〒424-8636 静岡県静岡市清水区宮加三 1231   電話：054-336-1111 

静岡市立清水病院 循環器内科 佐藤 國芳 
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